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の役割の重要度は高まっている。
このようなことから本稿においては、医薬品卸
を取り巻く環境変化と、医薬品卸における取り組
みについて様々な視点から考察を行う。なお、考
察については可能な限り図解による可視化、市場
規模やシェアなどを数値化することで、医薬品卸
の置かれている状況や取り巻く環境を明確にする
ことを心掛けた。

２．�医薬品卸（流通）を�
� 取り巻く環境変化

本稿を執筆するに当たりここ数年間の医薬品卸
を取り巻く環境変化について、医薬品関係者にヒ
アリングを行ったところ、様々な変化を確認する
ことが出来た（図表１上段の表）。これらの変化を
下段の図では、医薬品卸を中心軸とし、横軸を右
側が製薬企業の川上、左側が医療機関や薬局の川
下で表した医薬品サプライチェーン、縦軸を医薬
品卸への影響度で示した。なお、影響度について
は現時点を反映しているが、今後、この影響度は
変化することが予想される。
下段の図を医薬品サプライチェーンの視点で捉

えると、人口減少、医療費抑制、自然災害やパン
デミックといった医薬品サプライチェーン全体に
関わる変化【①と②】、製薬企業と医薬品卸に関わ
る医療用医薬品市場での変化【③】、医薬品卸にお
ける物流の変化【④】、医療機関や薬局など得意先
における変化【⑤】、保険者における変化【⑥】─
の６つの群に分類することができる。このうち医
薬品サプライチェーン全体に関わる変化について、
医薬品卸への影響度を考慮すると、①については
既に大きな影響を及ぼしているが、②については
現時点では軽微であるものの、今後、大きな影響
を受けることが予想されるため、２つに分類され
る。
以下ではこの６つに分類した項目の中から、医
薬品卸における状況とその対応を解説する。

３．�大きな変化を遂げる�
� 国内医療用医薬品市場

①医療用医薬品市場の推移とポイント
医療用医薬品市場（2012年度～2022年度）は、
堅調に推移している（図表２）。2012年度以降の傾
向としては、薬価改定、医薬品卸における企業間
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図表�：医薬品卸事業売上高推移（����年度～����年度）

抗がん剤やスペシャリティー医薬品が市場を牽引

（注）医薬品事業売上高は、主要医薬品卸（�社）における合計。
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医薬品卸を取り巻く環境変化と対応

医薬品卸事業売上高推移（2012年度～2022年度）図表２：

� 資料：各社プレスリリースを基に筆者作成
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１．はじめに

医薬品卸を取り巻く状況は大きく変化しており、
その状況は厳しさを増している。このような変化
に対し、医薬品卸各社は迅速かつ的確に対応でき
ているのだろうか。医薬品卸各社は医薬品サプラ
イチェーンの中で、製薬企業から製品を仕入れ、
医療機関（病院、診療所、薬局）へ販売する中間

流通に位置し、①物流機能②販売機能③情報機能
④金融機能─４つの機能を発揮することで、製薬
企業と医療機関をつなぐ重要な役割を担っている。
さらに近年では、東日本大震災、熊本地震などの
自然災害、新型コロナウイルス感染症の拡大によ
るパンデミック、ジェネリック医薬品を起因とす
る医薬品供給不足などといった問題が相次いで起
こり、医薬品サプライチェーンにおける医薬品卸

卸
2
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� 資料：ヒアリングを基に筆者作成
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みについて様々な視点から考察を行う。なお、考
察については可能な限り図解による可視化、市場
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という現象が起こっている。ここで注目されるの
が、2010年以前は先発医薬品に分類されていた「長
期収載品」が「ジェネリック医薬品」と同じ「特
許なし」に分類されたことである。これにより新
薬メーカーは長期収載品事業の売却、オーソライ
ズド・ジェネリックビジネスの展開など新たなう
ねりが起こり、医薬品卸も対応が求められた。
さらに今後は、この４つのカテゴリーがさらに
細分化し、低分子化合物、ペプチド（中分子）薬、
抗体医薬を含む蛋白質医薬、核酸医薬、細胞医薬、
再生医療といった治療手段である“モダリティ”
別に市場が形成され、これに伴いプロモーション
活動や医薬品サプライチェーンはモダリティ別に
複雑化することが予想される。

③�市場に大きな変化をもたらしたカテゴリーチェ
ンジ
2012年度以降の医療用医薬品市場におけるカテ
ゴリー別構成比の推移（図表４）をみると、「新薬
創出加算品」と「ジェネリック医薬品」は拡大傾
向にあるのに対し、「長期収載品」は減少傾向と市
場の構造が大きく変化した。なお、「特許品・その
他」については、ほぼ横ばいで推移している。
これを売上高推移（図表５）でみると「新薬創

出加算品」と「特許品・その他」、「長期収載品」
と「ジェネリック医薬品」の２つの間には関連性
が高いことは明確である。前者については、「新薬
創出加算品」の対象品の増減により、年度によっ
て大きく変化する関係にある。また後者について
は特許切れにより長期収載品が減少しジェネリッ
ク医薬品が増加する関係にある。ただし、2021年
度はここ数年のトレンドとは異なり長期収載品が
前年を上回る結果となった。これは一部のジェネ
リック医薬品企業などの品質不正問題による出荷
停止を起因とした全国規模のジェネリック医薬品
の供給不足問題が起こったことで、長期収載品の
需要が高まったと推察できる。これまでのトレン
ドを変えたという意味では、改めて供給不足問題
の重大さを痛感させられる。ただし、このジェネ
リック医薬品の供給不足については、現時点でも
解消されていないものの、市場で捉えた場合は、
一時的な現象に留まっている。

④モダリティチェンジにより市場は細分化
近年、遺伝子組み換え技術やゲノム解析・編集
技術の進展により、創薬のモダリティは多様化し
ており、当然のことながらこれら開発中のモダリ
ティが上市となれば、市場のモダリティ化も進
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競争、ジェネリック医薬品の拡大といったマイナ
ス要因を、抗がん剤やスペシャリティ医薬品の拡
大によるプラス要因がマイナス要因を吸収する形
で推移している。さらにこの他にも様々な要因が
考えられるが、①消費税増税②Ｃ型肝炎治療薬の
上市③新型コロナウイルス感染症関連商品といっ
た要因が、医療用医薬品市場へ大きな影響を及ぼ
していると言える。そしてこれらの要因は、ある
年度ではプラス要因となり、ある年度ではマイナ
ス要因に変化するという特徴を有する。さらに①
消費税増税と③新型コロナウイルス感染症関連商
品は、医薬品卸各社に影響を与えたのに対し、②
Ｃ型肝炎治療薬は取り扱い企業が限定されるため、
企業毎により影響度は異なる。なお、2023年度の
市場の予測は、当初、医薬品卸各社が新型コロナ
ウイルス感染症関連商品の需要減を見込んでいる
ことから、厳しい年度となることが推察された。
しかし、2023年５月に新型コロナウイルス感染症
が、感染症の５類感染症に移行となり日常生活
がコロナ前の状態に近づいたことなどから患者数
が増加傾向となった。これに伴い2023年９月まで
は自己負担が無償である新型コロナウイルス感染
症治療薬の製品が市場を牽引し、2023年度の上期 

（４月～９月）の市場は当初の予想に反し拡大した
と予想される。また下期（10月～３月）について
は、10月以降にコロナ治療薬に係る公費支援が見

直されるため縮小することも見込まれるが、現時
点ではどの程度の影響を受けるか推察することは
困難なため、通期における市場は不透明な状況に
ある。

②医療用医薬品市場の変遷
国内の医療用医薬品市場は堅調に推移している

が、これまでの国内の医療用医薬品市場の変遷を
辿ると、市場構造は大きな変化を遂げている（図
表３）。

医療用医薬品市場の市場構造を製薬企業の取り
組みや医薬品流通という視点から捉えると、2002
年以前は1990年代にバイオ医薬品が相次いで登場
したものの、ジェネリック医薬品のシェアは数パー
セントと低い状況にあり、医療用医薬品という１
つのカテゴリーで形成されていた。しかし、2002年
にジェネリック医薬品の使用促進が推進されたこ
とで、「先発医薬品（新薬＆長期収載品）」と「ジェ
ネリック医薬品」の２つのカテゴリーに分類され
ることとなった。その後、2010年に「新薬創出・適
応外薬解消等促進加算（新薬創出加算）」が試行的
導入となったことで、市場構造は大きく「特許あ
り」と「特許なし」に分かれ、このうち「特許あり」
は「新薬創出加算品」と「特許品＆その他」、「特
許なし」は「長期収載品」と「ジェネリック医薬品」
に細分化され、いわゆる“カテゴリーチェンジ”
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という現象が起こっている。ここで注目されるの
が、2010年以前は先発医薬品に分類されていた「長
期収載品」が「ジェネリック医薬品」と同じ「特
許なし」に分類されたことである。これにより新
薬メーカーは長期収載品事業の売却、オーソライ
ズド・ジェネリックビジネスの展開など新たなう
ねりが起こり、医薬品卸も対応が求められた。
さらに今後は、この４つのカテゴリーがさらに
細分化し、低分子化合物、ペプチド（中分子）薬、
抗体医薬を含む蛋白質医薬、核酸医薬、細胞医薬、
再生医療といった治療手段である“モダリティ”
別に市場が形成され、これに伴いプロモーション
活動や医薬品サプライチェーンはモダリティ別に
複雑化することが予想される。

③�市場に大きな変化をもたらしたカテゴリーチェ
ンジ
2012年度以降の医療用医薬品市場におけるカテ
ゴリー別構成比の推移（図表４）をみると、「新薬
創出加算品」と「ジェネリック医薬品」は拡大傾
向にあるのに対し、「長期収載品」は減少傾向と市
場の構造が大きく変化した。なお、「特許品・その
他」については、ほぼ横ばいで推移している。
これを売上高推移（図表５）でみると「新薬創

出加算品」と「特許品・その他」、「長期収載品」
と「ジェネリック医薬品」の２つの間には関連性
が高いことは明確である。前者については、「新薬
創出加算品」の対象品の増減により、年度によっ
て大きく変化する関係にある。また後者について
は特許切れにより長期収載品が減少しジェネリッ
ク医薬品が増加する関係にある。ただし、2021年
度はここ数年のトレンドとは異なり長期収載品が
前年を上回る結果となった。これは一部のジェネ
リック医薬品企業などの品質不正問題による出荷
停止を起因とした全国規模のジェネリック医薬品
の供給不足問題が起こったことで、長期収載品の
需要が高まったと推察できる。これまでのトレン
ドを変えたという意味では、改めて供給不足問題
の重大さを痛感させられる。ただし、このジェネ
リック医薬品の供給不足については、現時点でも
解消されていないものの、市場で捉えた場合は、
一時的な現象に留まっている。

④モダリティチェンジにより市場は細分化
近年、遺伝子組み換え技術やゲノム解析・編集
技術の進展により、創薬のモダリティは多様化し
ており、当然のことながらこれら開発中のモダリ
ティが上市となれば、市場のモダリティ化も進
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チェンジにより医薬品流通も変化したが、モダリ
ティチェンジにおいてはさらに変化の加速度は増
すことが予想される。
モダリティチェンジによる医薬品流通への影響
としては大きく３つ挙げられる（図表６）。１つ目
が製薬企業における医薬品卸の絞り込み、２つ目
が一社流通の進展、３つ目があくまで仮説になる
が低分子医薬品におけるジェネリック医薬品の流
通の分離である。

①医薬品卸の絞り込み
1990年以降医薬品卸は、幾度となく再編を行っ
た結果、それまではメーカー系列が強い卸が存在
していたものの、フルライン化となった。こうし
たフルライン化は医薬品卸間の競争を激化させる
要因となり、価格の低下を招くこととなった。こ
のような状況の中、価格の安定化を見込む一部の
外資系製薬企業が医薬品卸を絞り込むケースが出
てきた。現時点では、その効果は不透明なため、
特定の領域に強みや高い製品力により市場におい
て競争優位を有するため、医薬品卸の営業力に依
存せずに展開が可能と判断した一部の外資系製薬
企業に限定されるが、外資系製薬企業を中心に同
様の動きが波及することも予想されるため、今後
の動向は注視する必要がある。

②一社流通の進展
近年、スペシャリティ医薬品や再生医療等製品

の登場により、医薬品流通が変化している。従来
の医薬品サプライチェーンは、メーカー物流、卸
物流を経由し、医療機関や保険薬局に納品される
流れである。しかし、スペシャリティ医薬品や再
生医療等製品の流通に関しては、高度な流通管理
システムが求められるため、複数の医薬品卸を経
由せず、特定の一社がメーカー物流と卸物流を担
う「一社流通」が導入されることから、医薬品卸
各社は一社流通に積極的に取り組んでいる。一社
流通の受託状況をみると実績を持つ企業が先行者
利益の利点を活かし取引件数を増加させている。
委託する側の製薬企業の受託企業の決定要因

（図表８）としては、海外で発売しているスペシャ
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む。多様化したモダリティの中にはこれまで市場
を形成してきた低分子医薬品も含まれるが、新規
モダリティにおけるプレイヤーはベンチャー企業
が中心となっているのが特徴である。これらのベ
ンチャー企業の多くは販売機能や流通機能を有し
ておらず、また日本に初めて進出を果たす企業も
存在すると考えられることから、新たなビジネス
モデルにより展開することが予想される。具体的
な例としては、新規モダリティではないが、ギリ

アド社が国内に進出を果たす際に医薬品卸を限定
したことは市場に大きなインパクトを与えており、
これは従来にはなかったケースと言える。

４．�医療用医薬品市場の構造変化�
� により進化する医薬品流通

医療用医薬品市場の構造が変化するのに伴い医
薬品流通も大きく変化している。既にカテゴリー
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図�：カテゴリー別売上高推移（����年度～����年度）
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チェンジにより医薬品流通も変化したが、モダリ
ティチェンジにおいてはさらに変化の加速度は増
すことが予想される。
モダリティチェンジによる医薬品流通への影響
としては大きく３つ挙げられる（図表６）。１つ目
が製薬企業における医薬品卸の絞り込み、２つ目
が一社流通の進展、３つ目があくまで仮説になる
が低分子医薬品におけるジェネリック医薬品の流
通の分離である。

①医薬品卸の絞り込み
1990年以降医薬品卸は、幾度となく再編を行っ
た結果、それまではメーカー系列が強い卸が存在
していたものの、フルライン化となった。こうし
たフルライン化は医薬品卸間の競争を激化させる
要因となり、価格の低下を招くこととなった。こ
のような状況の中、価格の安定化を見込む一部の
外資系製薬企業が医薬品卸を絞り込むケースが出
てきた。現時点では、その効果は不透明なため、
特定の領域に強みや高い製品力により市場におい
て競争優位を有するため、医薬品卸の営業力に依
存せずに展開が可能と判断した一部の外資系製薬
企業に限定されるが、外資系製薬企業を中心に同
様の動きが波及することも予想されるため、今後
の動向は注視する必要がある。

②一社流通の進展
近年、スペシャリティ医薬品や再生医療等製品

の登場により、医薬品流通が変化している。従来
の医薬品サプライチェーンは、メーカー物流、卸
物流を経由し、医療機関や保険薬局に納品される
流れである。しかし、スペシャリティ医薬品や再
生医療等製品の流通に関しては、高度な流通管理
システムが求められるため、複数の医薬品卸を経
由せず、特定の一社がメーカー物流と卸物流を担
う「一社流通」が導入されることから、医薬品卸
各社は一社流通に積極的に取り組んでいる。一社
流通の受託状況をみると実績を持つ企業が先行者
利益の利点を活かし取引件数を増加させている。
委託する側の製薬企業の受託企業の決定要因

（図表８）としては、海外で発売しているスペシャ
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倉庫や医薬品卸を経由せずに直接病院への配送が
求められる（図表10）。

また再生医療等製品では低温度で保管・輸送が
求められる。なかでも開発が進んでいるiPS細胞や
ES細胞は、凍結保存が不可欠となり、このような
製品が上市されれば、凍結保存へのニーズは高ま
り、医薬品卸も低温物流への対応が課題となる。
現在、国内において再生医療等製品は19製品が承
認されており、このうち凍結保存を必要とする製
品は11製品で、その製品数は増加傾向にある。

拡大が予想される再生医療等製品における医薬
品卸の流通コストは、どの程度の規模で、どのよ
うに推移しているのだろうか。再生医療等製品の
流通コストに関する文献を検索したものの該当す
る資料を探し当てることは出来なかった。そこで
再生医療等製品における流通コストの算出を試み
た。再生医療等製品については、その特性等に応
じて「医薬品として扱うケース」、「医療材料とし
て扱うケース」があり、いずれにおいても類似品
のない場合が多いため、営業利益や流通経費、原
料などの費用を積み上げる「原価計算方式」で価
格が設定されている。「原価計算方式」について
は、価格設定時に費用の内訳が公表されているた
め、流通コストを試算するにあたって「原価計算
方式」の項目のうち「流通経費」を参考とした（図

表11）２）。ただし、承認されている再生医療等製
品の中には、既に類似製品が承認されており、薬
価の算定にあたっては「類似薬効比較方式」が採
用されている。このためこのような製品について
は、類似薬効比較方式において対象となった類似
製品の「流通経費」を参照した。なお、凍結保存
が対象となる11製品のうち「原価計算方式」は６
製品、「類似薬効比較方式」は４製品で、１製品に
ついては現時点で算定にかかる資料が公表されて
いないことから、10製品における流通コストを算
出した。算出方法は、「流通コスト＝（ａ）年間売
上高（薬価ベース） ×（ｂ）当該製品の流通経費率」
で、消費税は除外した。この数式により算出した
流通コスト（図表12）は、2016年度から2022年度
の７年間の年平均伸長率は103.8％で伸長し、2016
年度はわずか約９百万円だったが、2022年度には
約６億円超まで拡大している。今後も製品数の拡
大が予想されることから、これに伴い流通コスト
も拡大すると推察される。

③課題を抱えるジェネリック医薬品流通
医療費の抑制を目的にジェネリック医薬品の使

用促進が推進され、ジェネリック医薬品市場は急
速に拡大を遂げた。

日本ジェネリック製薬協会の発表３）によると令
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リティ医薬品を持つ外資系製薬企業は国内でもグ
ローバルトレーサビリティシステムを国内導入す
るケース、国内市場未進出企業やベンチャー企業
などは実績を重視、資本関係により一社流通を受
託するケース、大手製薬企業では従来の取引を重
視するケースなどがある。さらにこの他に一社流
通の製品は特定の患者を対象とするため、患者を
発掘することができれば、一社流通を受託する要
因に挙げることができる。

今後、一社流通が活発化することが予想される
カテゴリーが再生医療等製品である。再生医療等
製品については、現時点では市場が小規模である
が今後拡大が予想されている。内閣官房の令和２
年度補正予算調査事業「医薬品・再生医療・細胞
治療・遺伝子治療関連の産業化に向けた課題及び

課題解決に必要な取組みに関する調査報告書」１）

によると（図表９）、2020年の市場規模は、再生医
療治療のスキャフォールド治療が４億円、組織移
植が600億円、細胞治療の細胞移植が2,200億円、遺
伝子治療（ex vivo）が1,400億円、遺伝子治療の
遺伝子治療（in vivo）が1,700億円と報告されてい
る。既に市場が成熟している高分子医薬や低分子
医薬を比較すると現時点での市場規模は小さいが、
2030年までの成長率は、組織移植を除くモダリ
ティは二桁増を予想され、成長が期待されている。
そしてこれらの新規モダリティについては、従来
の医薬品サプライチェーンと大きく異なった経路
で流通することが予想される。なかでも細胞治療
は製品によっては、細胞加工・培養後、製品によっ
ては24時間で配送する必要があるため、メーカー
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図表��：再生医療等製品におけるサプライチェーン
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図表�：各モダリティ別の市場規模・成長性各モダリティ別の市場規模・成長率
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� 資料：筆者作成
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倉庫や医薬品卸を経由せずに直接病院への配送が
求められる（図表10）。

また再生医療等製品では低温度で保管・輸送が
求められる。なかでも開発が進んでいるiPS細胞や
ES細胞は、凍結保存が不可欠となり、このような
製品が上市されれば、凍結保存へのニーズは高ま
り、医薬品卸も低温物流への対応が課題となる。
現在、国内において再生医療等製品は19製品が承
認されており、このうち凍結保存を必要とする製
品は11製品で、その製品数は増加傾向にある。

拡大が予想される再生医療等製品における医薬
品卸の流通コストは、どの程度の規模で、どのよ
うに推移しているのだろうか。再生医療等製品の
流通コストに関する文献を検索したものの該当す
る資料を探し当てることは出来なかった。そこで
再生医療等製品における流通コストの算出を試み
た。再生医療等製品については、その特性等に応
じて「医薬品として扱うケース」、「医療材料とし
て扱うケース」があり、いずれにおいても類似品
のない場合が多いため、営業利益や流通経費、原
料などの費用を積み上げる「原価計算方式」で価
格が設定されている。「原価計算方式」について
は、価格設定時に費用の内訳が公表されているた
め、流通コストを試算するにあたって「原価計算
方式」の項目のうち「流通経費」を参考とした（図

表11）２）。ただし、承認されている再生医療等製
品の中には、既に類似製品が承認されており、薬
価の算定にあたっては「類似薬効比較方式」が採
用されている。このためこのような製品について
は、類似薬効比較方式において対象となった類似
製品の「流通経費」を参照した。なお、凍結保存
が対象となる11製品のうち「原価計算方式」は６
製品、「類似薬効比較方式」は４製品で、１製品に
ついては現時点で算定にかかる資料が公表されて
いないことから、10製品における流通コストを算
出した。算出方法は、「流通コスト＝（ａ）年間売
上高（薬価ベース） ×（ｂ）当該製品の流通経費率」
で、消費税は除外した。この数式により算出した
流通コスト（図表12）は、2016年度から2022年度
の７年間の年平均伸長率は103.8％で伸長し、2016
年度はわずか約９百万円だったが、2022年度には
約６億円超まで拡大している。今後も製品数の拡
大が予想されることから、これに伴い流通コスト
も拡大すると推察される。

③課題を抱えるジェネリック医薬品流通
医療費の抑制を目的にジェネリック医薬品の使

用促進が推進され、ジェネリック医薬品市場は急
速に拡大を遂げた。

日本ジェネリック製薬協会の発表３）によると令
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図表��：流通コストの試算にあたっての参考項目
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いて 原価計算方式（参考資料）」出典：中医協薬−２参考１�29.4.12「薬価制度の抜本改革について（その７）②�薬価算定方式の正確性・透明性について　原価計算方式（参考資料）」
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数量ベースでは約60％超を占めるジェネリック医
薬品であるが、金額ベースでは先発品を下回ると
推察される。既に医薬品卸各社では、ジェネリッ
ク医薬品の流通コストは増加傾向にあり経営課題
の一つに挙げられる。このようなことから、一部
の医薬品卸では、ジェネリック医薬品メーカーに
対して物流フィーの要求を検討したケースも見受
けられた。さらにトラック運転手の残業時間規制
強化に伴う「物流2024年問題」も目の前に迫って
いる。
このようなことからジェネリック医薬品の流通
については、従来のように各社が担うのではなく、
今後は新薬や長期収載品と分離し、企業間でシェ
アリングした体制の構築を検討する段階に入って
いるのではないだろうか。ただし、現実的に厳し
いのであれば、先ずは地域単位でシェアリングを
導入することを検討してはどうだろうか。

５．変化する得意先

①進むグループ化
医薬品卸が再編により事業規模を拡大したよう
に、近年、得意先である医療機関や薬局も同様に

グループ化によりその規模は拡大している。弊社
では病院と薬局についてグループの定義の基、グ
ループの施設ベースでのシェアを算出している
（図表14）。なおグループの定義は、病院が３病院
以上を有する開設者又は開設者の複合体、薬局が
20店舗以上を有する開設者又は開設者の複合体と
している。この定義により集計した2021年度のグ
ループにおける占有率は、病院グループが15.4％、
薬局グループが38.6％となり、数％ではあるが着実
に拡大傾向にある。
このように病院や薬局はスケールメリットを追
求することで、医薬品卸との交渉を進めている。
さらに近年においては直接の資本関係にはないが、
地域医療連携推進法人が新設され、その目的の一
つでもある共同交渉・購入を行っている。さらに
今後、注目されるのが、現在、問題となっている
医薬品の供給不足である。医薬品が供給不足の現
状の中で、どうしても購入量の多い得意先が優先
される傾向にある。このため１店舗や数店舗で展
開する薬局は医薬品を確保することが厳しい状況
にある。このためこれらの薬局はボランタリー
チェーンに加盟することで、医薬品の確保を図る
ことも予想される。
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和４年度のジェネリック医薬品の数量シェアは前
年の79.5％から1.2ポイント増の80.7％と、初めて通
年で80%超を記録した。ただし、この数量は母数
が「ジェネリック医薬品のある先発医薬品の数量+
ジェネリック医薬品の数量」であり、市場全体に
おけるジェネリック医薬品の数量を表していない。
それでは市場全体の中でジェネリック医薬品の数
量シェアはどの程度を占めているのだろうか。
本稿では、厚生労働省が公表している「NDBオー

プンデータ」４）を基に市場全体におけるジェネリッ
ク医薬品の数量シェアの推計を行う。ただし、NDB
オープンデータで公表される薬剤のデータは、「薬
効分類の処方数量が多い薬剤（上位100品目）」で、
公表となる単位は錠、g、mlなど剤型毎に異なって
いる。このため同一条件の下に比較することが困
難なため、推計する対象をジェネリック医薬品へ
の切り替えが多い内服薬の錠剤とする。なお、集
計は第６回・第７回・第８回の３年について集計
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図表��：内服の錠剤における先発医薬品とジェネリック医薬品の数量比較

第�回（����年度） 第�回（����年度） 第�回（����年度）
内服（錠数） 構成比 内服（錠数） 構成比 内服（錠数） 構成比

先発品 �������������� ����� �������������� ����� �������������� �����
ジェネリック医薬品 �������������� ����� �������������� ����� �������������� �����

合計 �������������� ������ �������������� ������ �������������� ������
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資料：厚生労働省「���オープンデータ」を基に弊社集計
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図表��：試算による流通コストの推移

（単位：薬価ヘース）
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資料：弊社推計

図表12：

図表13：

を行った。各年度のジェ
ネリック医薬品のシェア
（図表13）は、2019年度が
54.2％、2020年度が56.6％、
2021年度が58.2％となり、
堅調に増加傾向にある。
また、ジェネリック医薬
品については参入企業が
多く、参入企業の中には
中小ジェネリック医薬品
メーカーも含まれている
ため、上位100品目にラ
ンクされていない品目も
あることを踏まえると、
数量ベースでは既に市場
全体の60％超となってい
ると推察される。ただし、
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数量ベースでは約60％超を占めるジェネリック医
薬品であるが、金額ベースでは先発品を下回ると
推察される。既に医薬品卸各社では、ジェネリッ
ク医薬品の流通コストは増加傾向にあり経営課題
の一つに挙げられる。このようなことから、一部
の医薬品卸では、ジェネリック医薬品メーカーに
対して物流フィーの要求を検討したケースも見受
けられた。さらにトラック運転手の残業時間規制
強化に伴う「物流2024年問題」も目の前に迫って
いる。
このようなことからジェネリック医薬品の流通
については、従来のように各社が担うのではなく、
今後は新薬や長期収載品と分離し、企業間でシェ
アリングした体制の構築を検討する段階に入って
いるのではないだろうか。ただし、現実的に厳し
いのであれば、先ずは地域単位でシェアリングを
導入することを検討してはどうだろうか。

５．変化する得意先

①進むグループ化
医薬品卸が再編により事業規模を拡大したよう
に、近年、得意先である医療機関や薬局も同様に

グループ化によりその規模は拡大している。弊社
では病院と薬局についてグループの定義の基、グ
ループの施設ベースでのシェアを算出している
（図表14）。なおグループの定義は、病院が３病院
以上を有する開設者又は開設者の複合体、薬局が
20店舗以上を有する開設者又は開設者の複合体と
している。この定義により集計した2021年度のグ
ループにおける占有率は、病院グループが15.4％、
薬局グループが38.6％となり、数％ではあるが着実
に拡大傾向にある。
このように病院や薬局はスケールメリットを追
求することで、医薬品卸との交渉を進めている。
さらに近年においては直接の資本関係にはないが、
地域医療連携推進法人が新設され、その目的の一
つでもある共同交渉・購入を行っている。さらに
今後、注目されるのが、現在、問題となっている
医薬品の供給不足である。医薬品が供給不足の現
状の中で、どうしても購入量の多い得意先が優先
される傾向にある。このため１店舗や数店舗で展
開する薬局は医薬品を確保することが厳しい状況
にある。このためこれらの薬局はボランタリー
チェーンに加盟することで、医薬品の確保を図る
ことも予想される。
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ている2020年以降（2023年は９月末時点）のプレ
スリリースの中から、アライアンスに関するリ
リースを抽出、その内容から領域と形態を分類し
集計を行った（図表16）。なお、対象企業は９社で
ある。
主要医薬品卸におけるアライアンスの領域とし
ては、トップが「デジタル・DX」の34.1％となり、
これに次ぐのが「流通」の29.9％、「医療・介護」
の11.0％、「研究開発・製造」と「その他」の8.5％、
「個別化医療」の7.9％の順となった。またアライ
アンスの形態としては、トップが「資本・出資・
業務提携」の42.1％、「協業」の40.2％、「受託」の
8.5％、「新会社・団体設立」の5.5％、「その他」の
3.7％の順となった。傾向としては、医薬品業界に
限らず技術革新が進む「デジタル・DX」への取り
組みが活発化する中で、医薬品卸各社も「デジタ
ル・DX」に積極的に取り組む姿勢が見える。なお、
対象企業は大手医薬品卸と地域卸としているが、
前者においては「デジタル・DX」や「流通」への
取り組みが活発化しているのに対し、後者は自治
体などと地域医療・介護を目的とした取り組みが
注目される。さらに個別企業でみると企業毎に自
社の目指す方向や方針が異なることから、領域や
形態は異なっている。このようなことからアライ

アンスの状況を把握することで、企業がどの方向
に事業を見出そうとしているかを判断できる材料
となる。

７．さいごに

以上のように医薬品卸を取り巻く環境は、市場
に大きな影響を与え様々な変化が起こっており、
その変化の加速度は、さらに増すことが予想され
る。またこれまでの新型コロナウイルス感染症の
ように社会状況を一変させる事態が起こる可能性
もあり、不透明が強い状況にある。
これまで医薬品卸も含め企業の経営戦略は、過
去と現在の延長線上に自社の将来像を描くフォア
キャスティングのアプローチにより事業戦略を打
ち出す傾向にあった。しかし、このアプローチで
は、現状の延長線で物事を考えてしまい、過去の
成功体験や現在地（現在）を起点に考えるため、
どうしても制約に縛られてしまうため選択肢が狭
く、激変する環境に迅速に対応することができず、
大きな成長を望むことは出来ない。実際、過去の
医薬品卸各社の事業は多少の違いはあるものの、
各社が同様の事業を展開していたことはこのこと
を物語っている。このため今後、自社の将来を予
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図表��：主要医薬品卸における協業等状況

資料：主要医薬品卸（�社）のホームページより弊社集計

領域 件数 構成比 形態 件数 構成比
デジタル・�� �� ����� 資本・出資・業務提携 �� �����

流通 �� ����� 協業 �� �����

医療・介護 �� ����� 受託 �� ����
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このように得意先が規模を拡大すれば、購入時
の価格交渉はスケールメリットを活かすことが予
想されるため、ハードネゴシエーションとなり、
医薬品卸各社は厳しい状況になる。

②変わるラストワンマイル
ラストワンマイルという視点で医薬品卸流通を
みると、医薬品卸におけるラストワンマイルは医
薬品卸の物流拠点から最終目的地である医療機関
や薬局までの区間となる。しかし、診療報酬にお
いてオンライン診療やオンライン服薬指導が新設
されたことにより、この医薬品卸のラストワンマ
イルに変化の兆しを捉えることが出来る（図表15）。
オンライン診療は５）、当初、離島やへき地を対
象とした「遠隔診療」として議論されたが、その
後、全国の生活習慣病等を対象とし、2018年の「オ
ンライン診療の適切な実施に関する指針」を受け、
2020年の診療報酬で新設された。2022年の改定で
は新型コロナウイルス感染症の拡大により「オン
ライン診療の適切な実態に関する指針」が改訂さ
れ、これに伴い時限措置ではあるが実態を踏まえ
評価が変更（2023年３月にさらに一部改訂）。また、
オンライン服薬指導は2020年９月に施行され、オ
ンライン診療と同様に新型コロナウイルス感染症
の拡大により、画像ないし電話を用いた服薬指導
（いわゆる「0410対応」）が可能となった。オンラ

イン服薬指導後に調剤された医薬品については薬
剤師が患者に手渡す以外にもあらかじめ配送のた
めの手順を定め、配送の際に必要な措置を行えば
配送することが可能となる。このためこの配送を
医薬品卸が薬局と連携し担うことになれば、医薬
品卸の最終顧客は患者となり、医薬品卸のラスト
ワンマイルは患者までの区間に拡大することにな
る。ただし、最終顧客を患者とする医薬品のラス
トワンマイルについては、医薬品卸だけでなく他
の配送業者も参入することが可能である。いずれ
にしてもオンライン診療やオンライン服薬指導の
開始は、医薬品卸のラストワンマイルに変化を与
える可能性を秘めている。

６．活発化する医薬品卸の協業

医薬品卸を取り巻く環境が大きな変化を遂げて
いる中で、医薬品卸各社は激変する変化に対応す
べく様々な事業に取り組んでいる。ただし、自社
単独で対応するにはリソースも限られていること
や事業展開のスピードを加速させることを目的に、
M&Aや協業によるアライアンスを活発に行ってい
る。これらのアライアンスは中核事業の流通以外
にも、デジタル化やDX関連事業など多岐にわたっ
ており、そのアライアンスの形態も多様となって
いる。このようなことから主要医薬品卸が公表し
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ている2020年以降（2023年は９月末時点）のプレ
スリリースの中から、アライアンスに関するリ
リースを抽出、その内容から領域と形態を分類し
集計を行った（図表16）。なお、対象企業は９社で
ある。
主要医薬品卸におけるアライアンスの領域とし
ては、トップが「デジタル・DX」の34.1％となり、
これに次ぐのが「流通」の29.9％、「医療・介護」
の11.0％、「研究開発・製造」と「その他」の8.5％、
「個別化医療」の7.9％の順となった。またアライ
アンスの形態としては、トップが「資本・出資・
業務提携」の42.1％、「協業」の40.2％、「受託」の
8.5％、「新会社・団体設立」の5.5％、「その他」の
3.7％の順となった。傾向としては、医薬品業界に
限らず技術革新が進む「デジタル・DX」への取り
組みが活発化する中で、医薬品卸各社も「デジタ
ル・DX」に積極的に取り組む姿勢が見える。なお、
対象企業は大手医薬品卸と地域卸としているが、
前者においては「デジタル・DX」や「流通」への
取り組みが活発化しているのに対し、後者は自治
体などと地域医療・介護を目的とした取り組みが
注目される。さらに個別企業でみると企業毎に自
社の目指す方向や方針が異なることから、領域や
形態は異なっている。このようなことからアライ

アンスの状況を把握することで、企業がどの方向
に事業を見出そうとしているかを判断できる材料
となる。

７．さいごに

以上のように医薬品卸を取り巻く環境は、市場
に大きな影響を与え様々な変化が起こっており、
その変化の加速度は、さらに増すことが予想され
る。またこれまでの新型コロナウイルス感染症の
ように社会状況を一変させる事態が起こる可能性
もあり、不透明が強い状況にある。
これまで医薬品卸も含め企業の経営戦略は、過
去と現在の延長線上に自社の将来像を描くフォア
キャスティングのアプローチにより事業戦略を打
ち出す傾向にあった。しかし、このアプローチで
は、現状の延長線で物事を考えてしまい、過去の
成功体験や現在地（現在）を起点に考えるため、
どうしても制約に縛られてしまうため選択肢が狭
く、激変する環境に迅速に対応することができず、
大きな成長を望むことは出来ない。実際、過去の
医薬品卸各社の事業は多少の違いはあるものの、
各社が同様の事業を展開していたことはこのこと
を物語っている。このため今後、自社の将来を予
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成分名　レカネマブ（遺伝子組換え）
製造販売業者　エーザイ株式会社
販売名　レケンビ点滴静注200mg、レケンビ点滴静注
500mg
効能・効果　アルツハイマー病による軽度認知障害及び
軽度の認知症の進行抑制
用法・用量　通常、レカネマブ（遺伝子組換え）として
10mg/kgを、２週間に１回、約１時間かけて点滴静注
する。

備考　脳内に蓄積しアルツハイマー病を引き起こす原因
と考えられている凝集アミロイドβ（Aβ）プラーク
の前駆物質である可溶性Aβ凝集体（プロトフィブリ
ル）に対する抗体医薬品
承認日　2023年９月25日

米国（FDA）
・2023年７月６日　承認
・価格　26,500ドル/年（366万円/年）

欧州（EMA）
・2023年１月９日に承認申請済み

※９月の日銀省令レート　１ドル138円
※�米国の価格はWAC（製薬企業希望小売価格と位置づけられ
るリストプライス）

本剤の薬価算定にあたり、以下のような検討課題がある。

10月４日に開催された中医協・薬価専門部会において、高額医薬品（認知症薬）に対する対応について議
論された。本件については薬価専門部会と費用対効果評価専門部会の合同部会として検討していくことと
された。
これを受け、10月18日に中医協・薬価専門部会・費用対効果評価専門部会の合同部会が開催され、介護費
用のデータの取扱い等に関して議論された。次回以降、価格調整範囲のあり方等について議論を進めてい
くこととされた。
10月18日及び10月20日に中医協・薬価専門部会が開催され、令和６年度薬価改定の内、新薬について議
論された。新薬創出等加算、日本への早期導入、小児用の医薬品の評価、有用性系加算の評価に関してそ
れぞれ論点が示された。令和６年度薬価改定については、次回以降も議論を進めていくこととされた。

高額医薬品（認知症薬）への対応や
新薬などについて議論

中医協情報コーナー 薬価専門部会①

中央社会保険医療協議会
薬価専門部会（第210回） 議事次第

令和５年10月４日（水）総会終了後～ 
議題
○高額医薬品（認知症薬）に対する対応について

本剤の検討課題

中医協　薬－１
５．10．４

高額医薬品（認知症薬）に対する対応
掲載資料　抜粋

レケンビについて

中医協　総－３
５．９．27

１．薬価算定の課題
　▪　薬価算定方法
　▪　投与対象患者数
　▪　算定にあたり用いるデータ
２．薬価収載後の価格調整の課題
　▪　市場拡大再算定
　▪　費用対効果評価

医薬品の概要

海外の状況
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測するには『バックキャスティング』６）というア
プローチにより、進めるのが有効的といえる。

このバックキャスティングとは、危機的な課題
に対するアプローチで、将来のある時点の状況を
想定し、そこから逆算して取り組むべき課題を推
定する方法である。バックキャスティングの考え
方に立って視野を広く取ると、様々な可能性の中
から目的地を選ぶことができる。そして目的地（未
来）から現在地（現在）へと振り返ることにより、
目的地への道筋を策定することができるようにな
る。

冒頭にも述べたが、医薬品サプライチェーンの

中で医薬品卸の役割の重要度は増している。しか
し、現状において医薬品卸はその機能を十分に発
揮し、医薬品サプライチェーンの中での存在感は
強まっているのだろうか。今後、医薬品サプライ
チェーンの中で医薬品卸が存在感を増すためには、
自社の将来像を明確にし、その将来像に向けた戦
略を打ち出すことが必要ではないかと考えるとと
もに、医薬品卸が医薬品サプライチェーンの中で
大きな役割を果たすことを期待する。

謝辞　本稿作成にあたり様々な方から情報の提供
や助言を受けました。深く感謝いたします。
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出典：経済産業省 未来イノベーションワーキンググループ「中間とりまとめ」
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